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カンナビノイド（CB）受容体の内因性リガンドの 1 つとしてアナンダマイドが知られている。アナン

ダマイドは細胞膜上のトランスポーターを介して細胞内に取り込まれたのち、代謝されることが知られ

ている。一方、我々はすでに CB 受容体作動薬である WIN 55212-2 が CB１受容体を介してカプサイシン

誘発咳嗽反射を抑制することを報告している。したがって、アナンダマイドトランスポーターの阻害に

よりカプサイシン誘発咳嗽反射が何らかの影響を受ける可能性が考えられる。そこで、本研究では、選

択的アナンダマイドトランスポーター阻害薬である VDM-11 を用い、カプサイシン誘発咳嗽反射に対す

る影響について検討した。 

 実験には体重 30 前後 g の ICR 系雄性マウスを用い、咳嗽反射は無麻酔下のマウスにカプサイシンを

吸入させることにより誘発した。VDM-11（3～10 mg/kg, s.c.）はカプサイシン誘発咳嗽反射を用量依

存的かつ有意に抑制した。VDM-11（10 mg/kg）の投与により認められた鎮咳効果は、選択的 CB1受容体

拮抗薬である SR141716A（3 mg/kg, i.p.）により有意に拮抗した。以上の結果より、選択的アナンダマ

イドトランスポーター阻害薬である VDM-11 が鎮咳効果を有することが明らかとなった。さらに、その

作用機序に内因性のアナンダマイドによる CB1受容体を介した咳嗽抑制機序の関与が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


